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中
国
和
平
統
一
促
進
会
成
立

30
周
年
大
会
が
10
月
25
日
北
京

人
民
大
会
堂
で
盛
大
に
開
催
さ

れ
た
。

　
ま
た
、
中
国
統
促
会
九
届
二

次
理
事
大
会
と
第
16
次
海
外
統

促
会
会
長
会
議
も
同
時
に
開
か

れ
た
。
港
澳
台
海
外
統
促
会
代

表
２
０
１
名
も
招
か
れ
、
日
本

か
ら
は
６
名
、
う
ち
関
西
か
ら

中
国
両
岸
和
平
発
展
聯
合
会
・

西
日
本
鄭
正
勝
会
長
が
参
加
し

た
。

　
大
会
で
中
国
和
平
統
一
促
進

会
を
代
表
し
て
汪
洋
会
長（
中

共
中
央
政
治
局
常
委
、
全
国
政

協
主
席
）
の
重
要
講
話
が
発
表

さ
れ
た
。
そ
の
中
で
中
国
和
平

統
一
促
進
会
は
１
９
８
８
年
成

立
し
、
中
国
和
平
統
一
促
進
を

初
心
と
主
旨
と
し
た
愛
国
統
一

戦
線
の
重
要
団
体
で
あ
り
、
30

年
来
改
革
開
放
を
堅
持
し
、
中

国
の
特
色
あ
る
社
会
主
義
事
業

供
す
る
と
指
摘
し
た
。
中
国
和

平
統
一
促
進
会
は
、
海
内
外
の

同
胞
と
団
結
し
、
全
球
反
独
促

統
運
動
を
掲
げ
、
祖
国
和
平
統

一
を
推
進
し
、
近
代
的
社
会
主

義
強
国
を
実
現
し
、
中
華
民
族

の
偉
大
な
復
興
を
実
現
し
よ
う

と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
各
組
に
分
か
れ
て
討

論
会
が
開
か
れ
、
汪
洋
会
長
の

重
要
講
話
を
学
習
し
、
各
代
表

よ
り
各
々
意
見
が
出
さ
れ
討
論

が
行
わ
れ
た
。
10
月
26
日
に
は

第
16
次
海
外
会
長
会
議
が
開
催

さ
れ
、
最
後
に
会
議
の
総
括
が

行
わ
れ
、
３
日
間
に
及
ぶ
大
会

が
終
了
し
た
。

を
推
進
し
、
偉
大
な
成
果
を
収

め
た
。
站
起
来
か
ら
富
起
来
、

そ
し
て
〝
強
起
来
〟
の
30
年
で

し
た
。「
和
平
統
一
、一
国
二
制
」

方
針
を
貫
き
、
反
独
促
統
、
両

岸
関
係
の
和
平
発
展
、
祖
国
の

和
平
統
一
を
推
進
し
て
き
た
。

一
つ
の
中
国
の
原
則
を
体
現
す

る
「
92
共
通
認
識
」
の
堅
持
が

両
岸
関
係
の
発
展
を
確
実
に
す

る
カ
ギ
で
あ
り
、
台
湾
当
局
及

び
各
政
党
の
交
流
の
基
礎
で
あ

り
、
条
件
で
あ
る
。
こ
の
点
を

守
る
な
ら
、
い
か
な
る
政
党
、

団
体
も
大
陸
と
の
交
流
に
障
害

は
な
い
。
祖
国
の
分
裂
を
は
か

る
「
台
湾
独
立
」
勢
力
と
そ
の

活
動
は
国
の
主
権
と
領
土
保
全

を
損
な
う
の
で
、
台
湾
海
峡
の

平
和
と
安
定
に
と
っ
て
最
大
の

脅
威
で
あ
り
、
断
固
反
対
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
両
岸
の
経

済
・
文
化
の
交
流
と
協
力
の
中

で
、
広
範
な
台
湾
同
胞
と
企
業

に
、
よ
り
広
大
な
市
場
、
よ
り

多
様
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス
を
提

中
国
和
平
統
一
促
進
会

成
立
30
周
年
大
会

　
’19 

年
新
年
号
の
祝
賀
広
告
を
左
記
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

◆

大
き
さ
：
１
コ
マ
（
タ
テ
3.9
㎝
×
ヨ
コ
2.5
㎝
）
よ
り

◆

広
告
料
：
１
万
円（
１
コ
マ
）　

◆

締
切
り
：
’18  
年
12
月
14
日

＊
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込
み
は
各
地
華
僑
総
会
ま
で

　
　
京
都

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
五

－

七
七
一

－

四
二
三
三

　
　
大
阪

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
六

－

六
四
四
八

－

〇
五
四
一

　
　
神
戸

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ  

〇
七
八

－

三
三
一

－

四
二
三
二

　   

京
都
・
大
阪
・
神
戸
華
僑
総
会

　   

年 

末 

年 

始 

の 

開 

館

　
京
都
・
大
阪
・
神
戸
華
僑
総
会
の
18
年
年
末
と
19
年
年
始
の
開

館
・
執
務
は
、

　
　
　
年
末
：
12
月
28
日
ま
で
（
大
阪
は
午
前
中
ま
で
）

　
　
　
年
始
：
1
月
7
日
よ
り

　
通
常
通
り
、
開
館
・
執
務
い
た
し
ま
す
。

お知らせ

北
京
で
開
催
さ
れ
る

　
第
58
回
目
を
迎
え
た
旅
日
福

建
同
郷
懇
親
会
が
、
中
日
平
和

友
好
条
約
締
結
40
周
年
の
節

目
、
11
月
18
日
～
20
日
に
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
に
て
開

催
さ
れ
、
日
本
各
地
、
北
は
北

海
道
旭
川
市
、
南
は
九
州
長
崎

か
ら
総
勢
76
名
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
開
催
期
間
中
の
11
月

18
日
・
19
日
の
両
日
に
は
岡
山

市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第

16
回
日
中
友
好
交
流
会
議
が
中

国
・
日
本
か
ら
約
２
０
０
名
の

方
々
が
集
ま
り
、
今
後
の
交
流

発
展
を
担
う
会
が
開
か
れ
て
い

た
。

◆

　
14
時
よ
り
受
付
が
始
ま
り
、

16
時
か
ら
各
地
の
代
表
者
会
議

が
始
ま
り
、
今
大
会
の
日
程
説

明
・
旅
日
育
英
基
金
の
討
議
を

東
京
：
謝
忠
勇
氏
、
神
戸
：
王

鋭
輝
氏
ら
が
経
緯
を
含
め
て
検

討
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
次
回
第
59
回
福
岡
大

会
を
林
唯
史
氏
、
第
60
回
大
阪

大
会
を
薛
強
氏
、
第
61
回
横
浜

大
会
を
楊
睦
秀
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

準
備
状
況
の
報
告
を
行
い
、
各

地
の
大
会
成
功
の
為
に
是
非
協

力
し
て
頂
き
た
い
と
依
頼
し
た
。

◆

　
18
時
か
ら
郷
友
讃
歌
の
曲
と

共
に
参
加
者
が
入
場
し
、
中
華

人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
館

よ
り
李
春
領
事
僑
務
室
長
、
鄭

丹
領
事
、
岡
山
県
華
僑
華
人
総

会
の
林
肇
輝
相
談
役
、
岡
山
県

よ
り
菊
池
善
信
副
知
事
、
岡
山

県
国
際
課
の
渡
辺
正
課
長
、
元

参
議
院
議
長
・
日
中
友
好
会
館

の
江
田
五
月
顧
問
、
玉
野
市
日

中
友
好
協
会
の
福
田
通
雅
会

長
、
日
中
仏
教
交
流
真
和
会
の

岩
崎
増
英
会
長
、
玉
野
市
議
会

の
大
月
博
光
議
員
等
ご
臨
席
の

も
と
、
盛
大
に
開
会
さ
れ
た
。

ま
た
、
山
下
貴
司
法
務
大
臣
・

逢
沢
一
郎
衆
議
院
議
員
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
た
。

　
福
建
僑
胞
が
長
年
構
築
し
て

き
た
こ
の
大
会
開
催
に
尽
力
さ

れ
て
こ
ら
れ
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
先
輩
方
、
更
に
本
年

７
月
の
豪
雨
で
被
災
さ
れ
た
同

胞
を
偲
ん
で
黙
祷
が
行
わ
れ
た
。

　
歓
迎
の
宴
が
始
ま
り
県
内
の

外
国
籍
団
体
、
グ
ル
ー
プ
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
二
胡
独

奏
・
　
ロ
シ
ア
　
ベ
リ
ー
ダ
ン

ス
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
　
歌
・
バ
ン

ブ
ー
ダ
ン
ス
・
民
族
舞
踊
・
ソ

プ
ラ
ノ
独
唱
・
合
気
道
・
中
国

各
民
族
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

な
ど
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
行

わ
れ
、
多
彩
な
宴
と
な
っ
た
。

　
宴
の
途
中
に
は
、
７
月
の
豪

雨
で
被
災
さ
れ
た
同
胞
者
へ
の

支
援
金
を
会
場
で
募
集
し
、
贈

呈
が
行
わ
れ
た
。◆

　
２
日
目
は
集
合
写
真
を
撮
影

後
、
華
僑
報
告
学
習
会

①
奨
学
金
：
東
京

　
江
洋
龍
氏

②
父
親
が
受
け
た
福
建
行
商
人

の
史
実
：
姫
路

　
林
義
常
氏

③
戦
後
の
中
日
間
の
未
処
理
問

題
：
神
戸
　
林
伯
耀
氏

④
自
然
災
害
：
熊
本
　
林
祥
増

氏
⑤
福
建
人
の
歴
史
50
年
史
の
翻

訳
に
携
わ
っ
た
：
神
戸
　
丁

訓
侠
氏

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
吉
備

路
で
昼
食
を
取
っ
た
後
、
岡
崎

嘉
平
太
記
念
館
で
周
恩
来
総
理

と
の
絆
を
学
習
、
犬
養
朴
堂
記

念
館
で
孫
文
と
の
絆
を
学
習
、

倉
敷
美
観
地
区
を
散
策
し
た
。

道
中
、
紅
葉
が
大
変
美
し
く
参

加
者
は
大
喜
び
だ
っ
た
。

◆

　
３
日
目
、
玉
野
日
比
観
音
院

で
慰
霊
祭（
強
制
連
行
さ
れ
異

国
の
地
で
亡
く
な
っ
た
祖
国

青
年
方
に
）
を
行
っ
た
後
、
日

本
３
大
庭
園
で
あ
る
後
楽
園
を

観
光
し
た
。
そ
の
後
、
さ
よ
な

ら
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
た
。

パ
ー
テ
ィ
ー
後
、
地
元
の
胡
森

雄
氏
に
よ
る
司
会
で
閉
会
式
が

行
わ
れ
、
大
会
旗
・
大
会
鍵
が

来
年
開
催
の
福
岡
大
会
実
行
委

員
長
林
唯
史
氏
へ
手
渡
さ
れ
た
。

　
最
後
に
お
礼
の
挨
拶
を
岡
山

大
会
劉
勝
徳
実
行
委
員
長
が
述

べ
岡
山
大
会
は
無
事
終
了
し
た
。

【
写
真
提
供
】

岡
山
県
華
僑
華
人
総
会

劉
勝
徳
会
長

（
岡
山
大
会
実
行
委
員
長
）

第58回旅日福建同郷懇親会　岡山大会　開催

開会式の様子

玉野日比観音院を訪れた

閉会式で大会旗が次回開催地に手渡された

〜
日
本
各
地
よ
り
76
名
の
福
建
僑
胞
が
参
加
〜
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中国民族楽器

バケツリレー

日本語劇の一幕

小学校１年生の表演唱より

サンバ

　
神
戸
中
華
同
文
学
校
は
去
る

11
月
３
日（
土
・
祝
）、
同
校
に

お
い
て
２
０
１
８
年
度
游
芸
会

を
開
催
し
、
当
日
は
多
く
の
父

兄
ら
が
子
供
達
の
出
演
を
見
に

訪
れ
た
。

　
ま
ず
初
め
に
張
述
洲
校
長
が

挨
拶
に
立
ち
、「
来
年
迎
え
る

建
校
１
２
０
周
年
事
業
の
一
つ

と
し
て
舞
台
を
作
り
替
え
た
」

と
述
べ
、
続
い
て
３
頭
の
獅
子

が
新
し
い
舞
台
で
演
舞
を
行
っ

た
。舞
台
上
の
３
頭
の
演
舞
後
、

会
場
後
ろ
よ
り
４
頭
の
獅
子
が

入
場
し
、
会
場
を
更
に
盛
り
上

げ
た
。

　
獅
子
舞
の
後
、
民
族
舞
踏
部

の
小
学
生
達
が
民
族
舞
踊
を
踊

り
、
神
戸
中
華
同
文
学
校
の
特

色
あ
る
游
芸
会
を
演
出
し
た
。

　
そ
の
他
、
小
学
校
１
、
２
年

生
は
表
演
唱
、
３
年
生
以
上
は

合
唱
合
奏
行
い
、
午
前
の
最
後

は
中
学
校
３
年
生
の
有
志
に
よ

る
日
本
語
劇
が
行
わ
れ
た
。

　
午
後
か
ら
は
民
族
楽
器
部
、

民
族
舞
踏
部
の
演
奏
と
舞
踊
に

始
ま
り
、
小
学
校
６
年
生
有
志

の
中
国
語
劇
で
は
、
学
校
生
活

で
の
成
長
を
描
い
た
劇
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
後
、
中
学
生
の
合

唱
合
奏
が
行
わ
れ
、
最
後
は
９

年
間
の
学
校
生
活
で
最
後
の
行

事
と
な
っ
た
中
学
３
年
生
が
日

本
語
、
英
語
、
中
国
語
で
１
曲

ず
つ
歌
い
、
最
後
を
締
め
く

く
っ
た
。

神
戸
中
華
同
文
学
校

２
０
１
８
年
度 

游
芸
会
を
開
催

　
11
月
18
日（
日
）、
第
８
回
神

戸
マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
、
今
年

も
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震

の
被
災
地
か
ら
参
加
し
た
約

１
２
０
０
人
を
含
む
約
２
万
人

が
出
走
し
、
約
60
万
人
が
沿
道

で
応
援
す
る
な
か
、
ラ
ン
ナ
ー

は
午
前
９
時
に
神
戸
市
役
所
前

を
ス
タ
ー
ト
。
明
石
海
峡
大
橋

付
近
で
折
り
返
し
、
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
の
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
神
戸
の
街
を
駆
け
抜
け
た
。

　
今
年
も
例
年
同
様
神
戸
華
僑

有
志
が
大
開
小
学
校
前
に
集
ま

り
、
出
走
し
た
僑
胞
ら
に
声
援

を
送
っ
た
。

一
般
社
団
法
人 

兵
庫
県
広
東
同
郷
会

「
淡
路
島
人
形
座
観
劇
と

　

淡
路
島
牧
場
体
験
」を
催
行

秋　季
バス旅行

し
、
神
戸
華
僑
総
会
民
族
楽
器

団
華
蕾
に
よ
る
中
国
民
族
楽
器

の
演
奏
の
ほ
か
、
テ
コ
ン
ド
ー

演
技
、
朝
鮮
の
独
舞
、
ペ
ル
ー

音
楽
、
サ
ン
バ
カ
ー
ニ
バ
ル
等

が
披
露
さ
れ
た
。
第
二
部
は
Ｋ

Ｇ
Ｃ
Ｆ
が
担
当
し
、
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
、
ア
ン
デ
ス
民
族
音
楽
の

ほ
か
、
抽
選
景
品
く
じ
ラ
ッ
フ

ル
も
行
わ
れ
た
。

　
ま
た
、
運
動
場
テ
ン
ト
内
や

１
階
教
室
、
会
議
室
、
体
育
館

等
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
コ
ー
ナ
ー
、
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
等
が
用
意
さ
れ
、
参

加
者
達
楽
し
ま
せ
た
ほ
か
、
会

場
各
所
に
て
Ｋ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
に
よ
る

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン
ト
も
多

数
行
わ
れ
た
。

　
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
や
兵

庫
県
内
の
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
構
成
さ
れ
た
多
文
化
共

生
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
と

K
o

b
e
 
G

lo
b

a
l 

C
h

a
r

it
y

 

F
estiv

a
l

（
Ｋ
Ｇ
Ｃ
Ｆ
）
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
「
ひ
ょ
う
ご

多
文
化
共
生
の
つ
ど
い
～
世
界

の
ふ
れ
あ
い
広
場
～
」
が
11
月

11
日（
日
）、
兵
庫
県
政
１
５
０

周
年
を
記
念
し
て
神
戸
中
華
同

文
学
校
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
実
行
委
員
会
に
は
神
戸
華
僑

総
会
、
外
国
人
学
校
協
議
会
よ

り
神
戸
中
華
同
文
学
校
が
参
画

し
、
阪
神
淡
路
大
震
災
20
年
の

際
に
「
つ
ど
い
」
を
開
催
し
た

実
績
の
あ
る
神
戸
中
華
同
文
学

校
に
て
行
わ
れ
た
。

　
当
日
は
午
前
10
時
よ
り
開
会

式
が
行
わ
れ
、
ま
ず
主
催
者
を

代
表
し
兵
庫
県
国
際
交
流
協
会

高
井
芳
郎
理
事
長
、
続
い
て
金

澤
和
夫
兵
庫
県
副
知
事
が
挨
拶

を
述
べ
、
会
場
を
提
供
し
た
神

戸
中
華
同
文
学
校
を
代
表
し
張

述
洲
校
長
も
挨
拶
を
述
べ
た
。

そ
し
て
神
戸
中
華
同
文
学
校
舞

獅
隊
に
よ
る
獅
子
舞
が
披
露
さ

れ
、
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
開
会
式
後
は
運
動
場
に
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
抗
で
国
際
運
動

会
が
行
わ
れ
、
ラ
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
リ
レ
ー
、
障
害
物
競
走
、

大
玉
こ
ろ
が
し
、
綱
引
き
、
バ

ケ
ツ
リ
レ
ー
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

一
般
参
加
型
と
し
て
玉
入
れ
も

行
わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
が
参

加
し
た
。
国
際
運
動
会
終
了
後

は
上
位
３
チ
ー
ム
表
彰
状
が
手

渡
さ
れ
、
景
品
が
配
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
昼
か
ら
は
運
動
場
で

中
国
料
理
、
ベ
ト
ナ
ム
料
理
、

韓
国
料
理
の
ほ
か
、
イ
ン
ド
料

理
、
ペ
ル
シ
ャ
料
理
、
セ
ネ
ガ

ル
料
理
等
も
販
売
さ
れ
、
国
際

色
豊
か
な
神
戸
で
参
加
者
達
は

各
国
の
料
理
を
楽
し
ん
だ
。

　
午
後
か
ら
は
体
育
館
に
て
世

界
の
ダ
ン
ス
・
演
奏
会
が
行
わ

れ
、
第
一
部
を
多
文
化
共
生
の

つ
ど
い
実
行
委
員
会
が
担
当

　

大
阪
聘
珍
樓

大
阪
市
北
区
梅
田

　
　
　
　
　
　

１

－

８

－

16

　

ヒ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ
イ
ー
ス
ト
７
Ｆ

☎　
〇
六（
六
三
四
五
）五
〇
二
二

　

神
　
　
仙
　
　
閣

大
阪
市
北
区
梅
田

　
　
　
　
　

１

－

３

－

１

－

1200

　
　

大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
12
階

☎　
〇
六（
六
三
四
一
）四
〇
七
一

　

錦
　
　
城
　
　
閣

大
阪
市
中
央
区
天
満
橋

　
　
　
　
　
　

京
町
一

－

一

　

大
阪
キ
ャ
ッ
ス
ル
ホ
テ
ル
三
階

☎　
〇
六（
六
九
四
一
）二
一
八
五

　

大
　
　
成
　
　
閣

心
斎
橋
大
丸
本
館･

北
館
の
間
東
へ
約
百
ｍ

大
阪
市
中
央
区
東
心
斎
橋

　
　
　
　
　

  

一

－

一
八

－

一
二

電
話　
〇
六（
六
二
七
一

）五
二
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ　
〇
六（
六
二
七
一

）五
二
三
〇

　
恒
例
の
秋
季
バ
ス
旅
行
を
10

月
21
日（
日
）に
催
行
し
、
大
人

40
名
、子
供
１
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
淡
路

花
桟
敷
で
咲
き
誇
る
コ
ス
モ
ス

や
サ
ル
ビ
ア
を
愛
で
た
。
そ
の

後
淡
路
島
の
伝
統
芸
能
人
形
浄

瑠
璃
を
鑑
賞
し
、
人
形
の
動
き

な
ど
の
解
説
も
面
白
く
拝
聴
し

た
。

　
昼
食
は
道
の
駅「
う
ず
し
お
」

で
名
物
の
鯛
コ
ー
ス
を
堪
能

し
、
食
後
は
淡
路
島
牧
場
で
乳

搾
り
や
バ
タ
ー
作
り
を
体
験
、

出
来
立
て
の
バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ

カ
ー
と
共
に
賞
味
し
た
。
最
後

に
兵
庫
県
唯
一
の
「
神
宮
」
で

あ
る
伊
弉
諾
神
宮
を
参
拝
し
、

境
内
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
樹
齢

９
０
０
年
に
も
の
ぼ
り
、
元
は

二
株
の
も
の
が
、
結
合
し
て
一

株
に
成
長
し
た
と
い
う
珍
樹
、

夫
婦
大
楠
を
見
上
げ
た
。

帰
路
は
バ
ス
の
中
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
若
干
の
交

通
渋
滞
も
あ
っ
た
が
、
午
後
７

時
過
ぎ
に
は
全
員
無
事
群
愛
飯

店
本
店
前
に
戻
り
解
散
し
た
。

第
８
回 

神
戸
マ
ラ
ソ
ン

今
年
も
約
２
万
人
が
出
走　

神
戸
の
街
を
駆
け
抜
け
る

ひ
ょ
う
ご
多
文
化
共
生
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
る

─ 

神
戸
中
華
同
文
学
校
に
て 

─
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第
３
回
目
と
な
る
神
戸
華
僑
団
体
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
、

今
年
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
以
下
は
そ
の
報
告
。

不動産のご購入･ご売却･有効活用の事なら
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保
護
者
ら
に
連
れ
ら
れ
、
28
名

が
芋
掘
り
に
参
加
し
、
20
日
は

平
野
児
童
館
の
学
童
保
育
の
小

学
生
27
名
が
、
25
日
は
神
戸
中

華
同
文
学
校
小
学
校
１
年
生
83

名
、
29
日
に
は
神
戸
華
僑
幼
稚

園
の
年
長
、
年
中
の
園
児
た
ち

97
名
が
中
華
菜
園
に
訪
れ
、
芋

掘
り
を
楽
し
ん
だ
。

　
そ
れ
ぞ
れ
天
気
に
恵
ま
れ
、

子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
散
策
し

な
が
ら
秋
日
和
を
堪
能
し
、
菜

園
で
は
た
わ
わ
に
実
っ
た
栗
、

柿
、
ミ
カ
ン
、
レ
モ
ン
、
キ
ウ

イ
に
囲
ま
れ
て
収
穫
し
た
。

　
栗
の
イ
ガ
を
見
つ
け
た
神
戸

中
華
同
文
学
校
の
学
生
は
「
栗

の
木
が
有
る
ん
で
す
か
？
」
と

聞
い
て
い
た
。

　
第
25
回
校
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ク
プ
レ
イ

ヤ
ー
ズ
コ
ー
ス
に
て
、
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
日
和
に
恵
ま
れ
、
今

回
は
参
加
者
29
名
が
ナ
イ
ス

シ
ョ
ッ
ト
し
た
り
、
ミ
ス

シ
ョ
ッ
ト
し
た
り
し
て
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
楽
し
く
ゴ
ル
フ
を
満
喫

し
ま
し
た
。

　
ラ
ウ
ン
ド
後
は
会
食
し
な
が

ら
成
績
発
表
と
商
品
授
与
を
し

て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　
次
回
第
26
回
は
、
２
０
１
９

年
４
月
21
日（
日
曜
日
）に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
ゴ
ル
フ
好
き
の
校
友
、
家
長

の
皆
様
、
お
友
達
を
お
誘
い
い

た
だ
き
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

校
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
担
当

幹
事
：
陳
泰
雄（
33
届
）

　
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る
10
月

下
旬
、中
華
菜
園
「
小
小
楽
園
」

に
て
芋
掘
り
が
行
わ
れ
た
。

　
10
月
18
日
は
平
野
す
こ
や
か

く
ら
ぶ
の
１
歳
か
ら
３
歳
児
が３連覇を果たした台湾チーム

芋堀りに訪れた神戸中華同文学校１年生の学生たち

た
。
今
年
も
69
名
も
の
ゴ
ル
フ

愛
好
者
が
参
加
し
、
台
湾
同
郷

会
の
３
連
覇
阻
止
に
向
け
て
の

熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
終
了
後
、
同
ゴ
ル
フ
場

に
て
、
懇
親
会
と
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。
個
人
戦
で
は
劉
彪

さ
ん
が
優
勝
さ
れ
、
団
体
戦
で

は
今
年
も
台
湾
チ
ー
ム
が
好
成

績
を
収
め
、
見
事
３
連
覇
を
成

し
遂
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
飛
び

賞
、
ニ
ア
ピ
ン
賞
、
夫
婦
円
満

賞
な
ど
盛
り
沢
山
の
賞
品
で
会

場
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、
参
加
者
は
大
い
に
交
流
を

深
め
、
楽
し
い
１
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
お
食

事
券
や
参
加
賞
な
ど
を
頂
戴
し

た
下
記
協
賛
企
業
及
び
ご
協
力

頂
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

日
新
信
用
金
庫
神
栄
支
店

中
国
酒
家
　
上
海
楽
居

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン

明
賢
荘

海
鮮
広
東
料
理
　
昌
園

広
東
菜
館
　
群
愛
飯
店
大
丸
店

　
10
月
17
日
、
秋
晴
れ
の
中
、

神
戸
の
華
僑
団
体（
台
湾
同
郷

会
、
広
東
同
郷
会
、
福
建
同
郷

会
、
神
戸
華
僑
総
会
）
と
日
本

の
友
人
チ
ー
ム
に
よ
る
、
合
同

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
太
平
洋
ク
ラ

ブ
有
馬
コ
ー
ス
で
行
い
ま
し

第
３
回 

在
阪
神
華
僑
／
華
人
／
日
本
人

団
体
ゴ
ル
フ
対
抗
戦
を
開
催 
69
名
が
参
加

中
華
菜
園
「
小
小
楽
園
」
に
て

芋
掘
り
が
行
わ
れ
る

神
戸
中
華
同
文
学
校
校
友
会

第
25
回
校
友
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催

福
引
景
品
御
寄
付
の
お
願
い

　

恒
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す

『
神
戸
華
僑
新
年
団
拝
』
を
２

０
１
９
年
元
旦
に
一
般
社
団
法

人
中
華
会
舘
で
開
催
致
し
ま

す
。
つ
き
ま
し
て
は
新
年
団
拝

当
日
の
福
引
景
品
の
ご
寄
付
・

ご
協
力
を
広
く
僑
胞
の
皆
様
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

福
引
き
景
品
の
ご
寄
付
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
お
方
は
、
お

手
数
で
す
が
本
会
事
務
局
（
０

７
８

－

３
３
１

－

４
２
３
２
）

ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

　

準
備
の
都
合
上
、
出
来
ま
し

た
ら
12
月
14
日（
金
）ま
で
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

神
戸
華
僑
総
会
事
務
局

　
大
阪
華
僑
総
会（
趙
知
理
会

長
）
は
10
月
22
日
午
後
３
時
よ

り
第
36
届
第
３
次
常
務
理
事
会

を
開
催
し
た
。

　
事
務
局
よ
り
会
務
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、
議
題
に
入
り
、
10

月
１
日
に
開
催
し
た
本
会
主
催

国
慶
節
祝
賀
宴
、
10
月
６
日
・

７
日
に
開
催
し
た
中
秋
明
月
祭

大
阪
２
０
１
８
に
つ
い
て
の
実

施
報
告
収
支
報
告
が
行
わ
れ
、

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
も
議
論
が
行
わ

れ
た
。

　
続
い
て
今
後
行
わ
れ
る

２
０
１
８
年
度
在
阪
僑
団
理
監

事
聯
歓
会
・
２
０
１
９
年
度
新

年
賀
詞
会
・
２
０
１
９
年
度
関

西
華
僑
華
人
春
節
祝
賀
聯
歓
会

な
ど
の
行
事
に
つ
い
て
検
討
が

行
わ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
事
務
局
よ
り
事
務

報
告
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

報
告
が
行
わ
れ
、
会
議
は
終
了

し
た
。

この新聞を持参の方は修理代金10％割引します。（ロレックス他）

中華料理

十三楓林閣

各種ご宴会ご予約承り中！!

～ おかげさまで創業47周年 ～

☎06-6649-1055
［個室15室 最大客数380人］

中華料理

堺 楓 林 閣

日本料理

備　　　徳

☎ 072-238-1605
堺東駅前みずほ銀行ビル8階

☎ 06-6309-7679
十三駅前スクランブル交差点すぐ

☎ 072-247-7736
堺東駅より徒歩3分
創業江戸からの本格的な和食をどうぞ

全450席

全300席

全350席

大
阪
華
僑
総
会

第
36
届 

第
３
次
常
務

理
事
会
を
開
催

　
10
月
30
日
正
午
に
、
来
日
中

の
厦
門
市
人
民
政
府
外
事
僑
務

辨
公
室
一
行（
団
長
：
陳
秋
雄

中
共
厦
門
市
委
副
書
記
）
が
、

大
阪
福
建
同
郷
会
張
頴
会
長
帯

同
の
下
、
大
阪
華
僑
総
会
を
表

敬
訪
問
し
、
大
阪
華
僑
総
会
の

　
大
阪
華
僑
北
天
満
自
治
会

（
戴
天
鴻
会
長
）は
、
11
月
13
日

（
火
）に
、大
阪
府
箕
面
市
の「
み

の
お
山
荘

　
風
の
杜
」
に
お
い

て
、
設
立
70
周
年
記
念
懇
親
会

を
開
催
し
、
会
員
ら
19
名
が
参

加
し
た
。

　
楊
順
発
副
会
長
が
司
会
を
務

め
、初
め
に
戴
天
鴻
会
長
が「
私

が
生
ま
れ
る
前
か
ら
あ
る
こ
の

大
阪
華
僑
北
天
満
自
治
会
が
、

今
年
設
立
70
周
年
の
節
目
の
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
非
常
に

感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
１
０
０

周
年
を
目
指
し
て
い
き
た
い
の

で
、
会
員
各
位
の
ご
支
援
ご
支

持
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。

　
引
き
続
き
、
設
立
70
周
年
を

記
念
し
、
有
限
会
社
北
天
満
自

治
会
の
王
徳
山
社
長
よ
り
、
戴

会
長
へ
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
楊
根
宝
名
誉
会
長

が
会
の
更
な
る
発
展
と
会
員
各

位
の
益
々
の
活
躍
を
祈
念
し
、

乾
杯
の
発
声
を
行
い
、
宴
が
始

ま
っ
た
。

　
宴
の
途
中
に
は
、
カ
ラ
オ
ケ

を
楽
し
み
、
参
加
者
ら
は
親
睦

を
深
め
合
っ
た
。

　
最
後
に
、
沈
秀
子
副
会
長
が

閉
会
挨
拶
を
述
べ
、
散
会
と

な
っ
た
。

趙
知
理
会
長
、石
信
明
副
会
長
、

許
士
超
副
会
長
、
大
阪
福
建
同

郷
会
理
監
事
ら
と
懇
談
し
た
。

　
初
め
に
趙
知
理
会
長
が
一
行

の
来
阪
を
歓
迎
し
、
出
席
者
の

自
己
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
お
互

い
に
大
阪
市
―
厦
門
市
の
歴
史

や
現
状
な
ど
を
報
告
し
合
い
、

今
後
の
更
な
る
交
流
に
つ
い
て

和
や
か
に
話
し
合
わ
れ
た
。

　

ま

た
、

張

頴

会

長

は
、

２
０
２
０
年
に
大
阪
福
建
同
郷

会
が
主
催
す
る
、『
旅
日
福
建

同
郷
懇
親
会
』
を
厦
門
市
で
開

催
す
る
事
を
報
告
し
、
陳
団
長

は
熱
烈
歓
迎
の
意
を
表
し
た
。

　
そ
し
て
、
一
行
よ
り
記
念
品

の
贈
呈
、
出
席
者
全
員
で
記
念

撮
影
を
行
っ
た
後
、
会
場
を
和

食
「
華
蔵
」
に
移
し
て
の
、
歓

迎
昼
食
会
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
交
流
が
行
わ
れ
た
。

大
阪
華
僑
北
天
満
自
治
会

設
立
70
周
年
記
念
懇
親
会
開
催

参加者全員での記念撮影

出席者の記念撮影 戴会長への記念品贈呈の様子
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ひかりケアセンター
介護のことならおまかせ下さい！

〇訪問介護・ケアプラン作成

〇同文学校卒業の中国人ヘルパー多数在籍しています

〇介護に興味のある方、指導いたします

　　　　 ◇介護タクシー（近運自1054号）
　　　　 ◇介護保険事業所番号 2870100944
　お気軽にご相談・連絡下さい  078－412－0382

代表　顧　存陽（25届）・黄　建功

帰化申請･在留資格申請･相続手続

江川行政書士事務所

江 川　　星
神戸市中央区下山手通 2－13－10
聯合ビル 4 Ｆ（神戸中華会舘北隣）

TEL　078－241－0887
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　納骨堂をお持ちの方へ 
◇

　住所・電話番号などが変わった場
合、お手数ですが必ず中華義荘また
は会舘事務所にご連絡下さい。清明
節のご案内など送れず連絡がつかな
い為、管理費を７年以上滞納されま
すと神阪中華義荘使用規定第13条の
４に明記しておりますように使用権
を取り消すことになりますので、ご
注意下さい。

　神 阪 中 華 義 荘　078‒691‒4359
　（一社） 中華会舘　078‒392‒2711 
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一般社団法人中華会舘
休舘日のお知らせ

〈12月の休舘日〉

★12月 3日（月）
★12月17日（月）

　※12月29日㈯～’18年1月4日㈮まで

　　 休舘させていただきます。

～ Home Page 情報～
URL:http://www.zhonghua-huiguan.com
e-mail:art0083@zhonghua-huiguan.com

　　是非一度アクセスして見て下さい。
　　E-mail もお待ちしております。

～社員の皆様へ～
6階ロビーにてネット接続が無料で

出来ますので、是非ご利用下さい。

一般社団法人中華会舘
　  TEL 078－392－2711

関　 帝　 廟　TEL 078－341－2872
神阪中華義荘　TEL 078－691－4359

　
10
月
27
日（
土
）
京
都
府
日

中
友
好
協
会
主
催
第
34
回
「
日

中
悠
久
平
和
祈
願
祭
」
が
、
与

謝
野
町
加
悦
道
の
駅
「
日
本

中
国
悠
久
平
和
友
好
之
碑
前
」

に
於
い
て
開
催
し
た
。

　
開
会
後
、
京
都
府
日
中
友

好
協
会
田
中
彰
寿
会
長
が
祭

文
を
読
み
上
げ
、
碑
前
に
捧

げ
る
言
葉
を
江
原
英
樹
副
会

長
が
述
べ
、
そ
の
後
、
出
席

者
全
員
が
献
花
し
、
厳
粛
に

執
り
行
っ
た
。

　
「
日
中
不
再
戦
・
平
和
祈
願

祭
」
は
、
１
９
４
４
年
10
月

20
日
頃
、
河
南
省
出
身
の
青

年
約
２
０
０
名
が
下
関
へ
強

タ
ー
」
へ
と
移
り
、
交
流
会

を
行
っ
た
。
開
会
後
、
ま
ず

始
め
に
京
都
府
日
中
友
好
協

会
田
中
彰
寿
会
長
が
挨
拶
を

し
、
続
け
て
張
玉
萍
副
総
領

事
の
挨
拶
、
本
会
楊
正
武
会

長
が
乾
杯
を
行
い
、
各
々
友

好
交
流
を
深
め
た
。

◆

制
連
行
さ
れ
、
そ
の
後
大
江
山

ニ
ッ
ケ
ル
鉱
業
で
12
名
が
過
酷

な
労
働
と
環
境
の
下
で
亡
く
な

り
、
戦
後
ま
も
な
く
地
元
有
志

な
ど
に
よ
り
供
養
塔
が
建
て
ら

れ
、
慰
霊
祭
と
し
て
行
わ
れ
て

き
た
。

　
祈
願
祭
終
了
後
、
引
き
続
き

場
所
を
「
野
田
川
ユ
ー
ス
セ
ン

第
34
回
「
日
中
悠
久
平
和
祈
願
祭
」

─ 
京
都
府
与
謝
野
町
で
開
催 

─

京都華僑総会よりお知らせ

　京都華僑総会では、中国パスポート更新・新規
申請／旅行証申請の際の領事館での申請日時のオ
ンライン予約手続きの代行、及び中国旅券所持者
の台湾入出境許可証の代行申請を行っております。
　料金については下記をご参照ください。必要書
類については本会までお問い合わせ又は本会ホー
ムページにてご確認下さいませ。

【中国パスポート／旅行証
申請日時の予約代行費用】

京都華僑総会会員及びご家族様……無　料
　　　　　　　　　非会員の方……2，000円
【台湾入出境許可証申請（中国籍）代行費用】

京都華僑総会会員及びご家族様…2，000円＋実費
　　　　　　　本会会員以外…4，500円＋実費
※そのほか、認証文書や各種公証書の代行申請も
行っております。

京都華僑総会　075︲771︲4233

活

動

報

告

京都墓地委員会からの
お知らせ

　日頃より使用者の皆様にはご協力頂き、あ
りがとうございます。
京都墓地委員会では、皆様からのご要望でお
墓清掃・除草・ご都合によりお参りに来られ
ない方のためにお花・お線香のお供えの代行
をいたしております。
　費用は、お墓の状態にもよりますが１㎡あ
たり千円前後からお見積りいたします。
　また、京都宇治市では「ごみの分別収集」
が実施されておりますが、現状はまだゴミ置
き場周辺に生ゴミ等が散乱している状況で
す。多くの墓地ご利用者に迷惑がかかります
ので、お参りの際、ゴミ出しルールをご遵守
いただき、墓地周辺の美化向上にご協力下さ
る様お願いいたします。

お問い合わせ・お申込みは
TEL：075︲771︲4233
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